
R4 年度 小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表

法人名 株式会社 シェルパ 代表者 石川 洋一
法人・

事業所

の特徴

介護、医療、福祉を通じて、お客様の希望をかたちにする支援を行っていま

す。

事業所名

小規模多機能型居宅介護

ぼやあ樹 新子安

（神奈川区）

管理者
田村 真砂美

出席者
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計

人 1 人 1 人 人 2 人 1 人 人 3 人 人 8 人

項 目 前回の改善計画
前回の改善計画に対する取組み・結

果
意見 今回の改善計画

Ａ．事業所自己評価の

確認

スタッフ全員で共有するよう、朝

の申送りや、申送りノートで確

認。わからないことは必ず確認

し、理解した上で介護を行う。

朝の申送りや申送りノートの確

認、分からないことは管理者や常

勤スタッフに聞き、業務に当たれ

ているスタッフが増えた

・心配な事や不安な事は管理者や

当日のリーダーに確認している

・ご利用者様より伝えられる問題

点を、その都度リーダーやスタッ

フと話し合い、改善策を実施する

・ご利用者様の情報は自分から収

集している

スタッフ全員での情報共有と、ス

タッフ同士声をかけあい、業務を

行うようにする

Ｂ．事業所の

しつらえ・環境

レクレーション活動の作品作り

の強化と、玄関前のプランターを

活用した取り組み

夏にはトマト、冬はジャガイモを

育てています。ご利用者様にも水

揚げ等手伝って頂き、地域の子供

たちもよく見て行ってくれます

・事業所に行くことが無かったた

めわからない

前回の改善計画を継続

Ｃ．事業所と地域の

かかわり

コロナ禍だが、できることをやっ

ていく

ゴミ拾い活動に参加したり、町内

会長さんとの情報交換を行いま

した

必要に応じて関係機関と連携し

ていた

・今年度もコロナ禍の為、地域と

のかかわりを広げる事は難しか

った

地域の方々とのコミュニケーシ

ョンをとる

Ｄ．地域に出向いて

本人の暮らしを

支える取組み

コロナ禍だが、できることをやっ

ていく

ご自宅に帰りたいご利用者様の

ニーズに対し、どう支援したら帰

れるか考え、対応しました

・利用者様以外のご近所の方々の

心配事には関われているかわか

らない

地域のイベントが開催されるこ

とがあれば、積極的に参加する



Ｅ．運営推進会議を

活かした取組み

運営推進会議を書面で行い、意見

をいただく

4 回の会議の中でいろいろなご

意見をいただき、改善してきまし

た

・書面開催の為、事業所に行くこ

とが無く、事業所の状況がわかり

ません。

対面開催できるよう、ｚｏｏｍ等

の利用での開催を考える

Ｆ．事業所の

防災・災害対策

ご家族も一緒に参加していただ

き、安心できるようにしていく

コロナ禍のため、ご家族に参加し

て頂くことはできなかった

・防災訓練に参加していないので

わからない

前回の改善計画を継続


